
四
月

静
岡
県
知
事
が
職
業
差
別
発
言
で
辞
意
表
明

自
民
、
派
閥
の
政
治
資
金
問
題
で
三
十
九
人
処
分

新
潟
地
裁
、
原
告
二
十
六
人
を
新
潟
水
俣
病
と
認
定

円
安
三
十
四
年
ぶ
り
一
ド
ル
百
六
十
円
台

五
月

改
正
民
法
成
立
「
共
同
親
権
」
導
入
へ

水
原
元
通
訳
被
告
人
と
し
て
初
出
廷

ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
日
米
通
算
二
百
勝
＝
米
大
リ
ー
グ

六
月

認
証
不
正
で
ト
ヨ
タ
な
ど
立
ち
入
り
検
査

「
日
本
版D

B
S

」
新
法
成
立

七
月

最
高
裁
、
旧
優
生
保
護
法
を
「
違
憲
」

日
銀
、
二
十
年
ぶ
り
に
新
紙
幣
発
行

パ
リ
五
輪
、
日
本
は
海
外
過
去
最
多
メ
ダ
ル
四
十
五
個

佐
渡
島
の
金
山
が
世
界
文
化
遺
産
に

米
共
和
党
の
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
が
銃
撃
を
う
け
負
傷

八
月

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
」
初
発
表

岸
田
首
相
が
退
陣
表
明

中
国
軍
機
が
領
空
侵
犯

パ
リ
パ
ラ
、
日
本
は
金
メ
ダ
ル
十
四
個

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ロ
シ
ア
に
越
境
攻
撃

九
月

猛
暑
、
夏
の
平
均
気
温
が
加
工
最
高
タ
イ

囲
碁
の
一
力
遼
棋
聖
が
国
際
戦
で
優
勝

長
崎
地
裁
が
「
黒
い
雨
」
に
よ
る
被
害
者
認
定

「SH
O
G
U
N

将
軍
」
が
米
エ
ミ
ー
賞
十
八
冠

大
谷
翔
平
、
米
大
リ
ー
グ
初
「
50-

50

」

能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
で
記
録
的
大
雨

静
岡
地
裁
、
袴
田
巌
さ
ん
に
再
審
無
罪

自
民
党
総
裁
に
石
破
氏
、
首
相
に
就
任

中
国
、
日
本
人
児
童
刺
殺
さ
れ
る

十
月

東
京
都
が
全
国
初
の
カ
ス
ハ
ラ
防
止
条
例

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
被
団
協

闇
バ
イ
ト
強
盗
相
次
ぐ

衆
院
選
で
与
党
過
半
数
割
れ

北
朝
鮮
部
隊
、
ロ
シ
ア
で
戦
闘

ガ
ザ

戦
闘
一
年

十
一
月

福
島
第
一
原
発
、
初
の
デ
ブ
リ
取
り
出
し

内
部
告
発
問
題
で
失
職
の
兵
庫
県
知
事
が
再
選

ト
ラ
ン
プ
氏
再
選

十
二
月

大
西
卓
哉
さ
ん
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
船
長
就
任
決
定

韓
国
で
戒
厳
令

シ
リ
ア

ア
サ
ド
政
権
崩
壊

一
月

初
競
り
マ
グ
ロ
二
億
七
百
万
円

過
去
二
番
目
の
高
値

三
菱U

F
J

元
行
員
を
逮
捕
＝
貸
金
庫
か
ら
金
塊
窃
盗

阪
神
淡
路
大
震
災
３
０
年

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
就
任

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
山
火
事
発
生

尹
大
統
領
逮
捕

イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
、
ガ
ザ
停
戦
で
合
意

佐
々
木
朗
希
選
手
が
ド
ジ
ャ
ー
ス
へ

イ
チ
ロ
ー
野
球
殿
堂
入
り

二
月

ホ
ン
ダ
と
日
産
、
統
合
協
議
終
了

大
船
渡
市
で
山
林
火
災

米
ウ
ク
ラ
イ
ナ
首
脳
会
談
決
裂

ハ
マ
ス
人
質
解
放

三
月

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
米
の
停
戦
案
に
合
意

二
〇
二
四
年
度
の

主
な
出
来
事

YA新聞
大人と子どもの間にいる
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今
年
度
も
様
々
な
出
来
事
が
あ

り
ま
し
た
。

ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
世
代
の
み
な

さ
ま
に
も
影
響
の
あ
る
、
あ
る

い
は
心
に
残
る
事
件
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
二
〇
二
四
年
度
を
振
り

返
る
た
め
の
本
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

№３
2025年3月

新
聞

Y
A

『
あ
る
晴
れ
た
夏
の
朝
』

小
手
鞠
る
い
／
著

偕
成
社

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
住
む
メ
イ
は
日

系
ア
メ
リ
カ
人
。

原
爆
投
下
の
是
非
を
テ
ー
マ
に
公
開

討
論
会
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

討
論
会
に
参
加
す
る
八
人
が
歴
史
と

自
分
の
出
自
や
経
験
を
交
え
て
原
爆
を

語
っ
て
い
く
。

ひ
と
一
言
で
語
る
こ
と
が
難
し
い
主

題
だ
が
、
分
か
り
や
す
く
、
読
後
に
自

分
も
討
論
会
に
参
加
し
、
主
張
し
た
く

な
る
よ
う
な
本
。

『
宇
宙
を
編
む

は
や
ぶ
さ
に
憧
れ
た
高
校
生
、

宇
宙
ラ
イ
タ
ー
に
な
る
』

井
上
榛
香
／
著

小
学
館

二
〇
二
四
年
十
月
、
日
本
人
宇
宙
飛

行
士
の
大
西
卓
哉
さ
ん
が
国
際
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
船
長
と
し
て
滞
在
す
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
本
で
は
、
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら

宇
宙
が
大
好
き
だ
っ
た
井
上
榛
香
さ
ん

が
、
宇
宙
ラ
イ
タ
ー
の
仕
事
の
舞
台
裏

に
つ
い
て
語
っ
て
い
ま
す
。
。
実
際
に

宇
宙
を
め
ざ
す
人
だ
け
で
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
「
宇
宙
を
仕
事
」
に
し
て

い
る
人
が
い
る―

―

。
あ
な
た
の
「
大

好
き
」
を
仕
事
に
結
び
つ
け
る
ヒ
ン
ト

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
掲
げ

ら
れ
た
理
想
と
、
実
際
の
大
会
に
あ
る

課
題
や
疑
問
を
、
記
録
・
国
際
関
係
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
お
金
・
レ
ガ
シ
ー
な
ど

様
々
な
観
点
か
ら
読
み
解
い
て
い
く
と
、

私
た
ち
の
社
会
が
見
え
て
き
ま
す
。

わ
か
り
や
す
い
説
明
と
豊
富
な
図
表

や
デ
ー
タ
で
、
読
み
物
と
し
て
も
お
も

し
ろ
く
、
調
べ
学
習
に
も
お
す
す
め
の

一
冊
で
す
。

『
12

の
問
い
か
ら
始
め
る

オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
研
究
』

坂
上

康
博
／
編
著

か
も
が
わ
出
版

現
タ
イ
ト
ル
は
『Y

o
u

D
o
n

t 
K
n
o
w

 W
h
a
t W

a
r Is

』
。
ハ
ル
キ
ウ

で
ロ
シ
ア
軍
の
侵
攻
が
始
ま
っ
て
か
ら
、

国
外
に
脱
出
し
新
た
な
生
活
を
始
め
る

ま
で
の
67

日
間
の
記
録
で
す
。

彼
女
は
早
期
に
逃
れ
ま
し
た
が
、
戦

禍
は
今
も
な
お
続
い
て
い
ま
す
。
止
ま

な
い
砲
撃
と
爆
発
、
家
が
破
壊
さ
れ
、

住
み
慣
れ
た
町
は
瓦
礫
の
山
、
食
べ
物

が
手
に
入
ら
ず
、
家
族
や
友
人
は
バ
ラ

バ
ラ
に…

…

。
本
当
の
戦
争
は
知
ら
な

く
て
も
、
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

こ
の
本
を
読
み
な
が
ら
、
ぜ
ひ
追
体
験

し
て
み
て
ほ
し
い
で
す
。

『
あ
る
日
、
戦
争
が
は
じ
ま
っ
た

12

歳
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
少
女

イ
エ
バ
の
日
記

』

イ
エ
バ
・
ス
カ
リ
エ
ツ
カ
／
著

神
原

里
枝
／
訳

小
学
館
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

’


